
や
、
小
中
一
貫
校
建
設
な
ど
の
学
校
再
編
、

部
活
動
の
地
域
展
開
、
学
校
給
食
費
一
部

軽
減
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
掛
川

城
天
守
閣
開
門
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
や

か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
の
開
催
、
文
化

財
の
保
存
活
用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
や
、
学
校
体
育

施
設
の
電
子
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
を

進
め
ま
す
。

・
学
校
教
育
I
C
T
化
推
進
事
業

1
億
2
6
1
4
万
円

　
原
野
谷
学
園
小
中
一
貫
校
整
備
事
業

6
5
1
1
万
円

・
部
活
動
地
域
展
開
推
進
事
業

2
1
9
7
万
円

　
給
食
負
担
軽
減
事
業
　
9
2
6
5
万
円

・
掛
川
城
漆
喰
塀
ほ
か
改
修
事
業

1
億
2
2
万
円

・
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催
事
業

2
0
0
0
万
円

　
学
校
体
育
施
設
ス
マ
ー
ト
予
約
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業
　
1
3
3
3
万
円

・
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
推
進
事
業

1
億
1
6
0
0
万
円

感
染
症
対
策
で
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や

帯
状
疱
疹
な
ど
各
種
感
染
症
の
予
防
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
掛
川
市
こ
ど
も
計

令和6年度
施政方針と予算

令
和
5
年
度
か
ら
「
人
」
と
「
環
境
」

の
持
続
可
能
性
が
最
重
要
課
題
と
考
え
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
く
る
の
が
、
少
子
・
高
齢
・
多
死

社
会
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
で
す
。

掛
川
市
の
死
亡
者
数
は
、
平
成
30
年
度

の
1
1
8
0
人
か
ら
令
和
4
年
度
は
2
割

増
加
し
て
1
4
1
6
人
と
過
去
最
多
を
更

新
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
亡
く
な
る
こ
と
に
よ
る
影

響
は
、
相
続
に
よ
る
空
き
家
の
増
加
や
介

護
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

掛
川
市
は
、
多
死
社
会
と
い
う
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
に
対
し
て
、

柔
軟
に
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続
可

能
な
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

主
な
事
業
を
抜
粋
し
、
7
つ
の
分
野
ご

と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

新
し
い
学
校
教
育
の
創
造
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
授
業
の
改
善

画
の
策
定
の
ほ
か
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
新
設
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

発
達
に
不
安
の
あ
る
こ
ど
も
へ
の
支
援

で
は
、
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
の
び

る
〜
む
」
の
機
能
強
化
を
さ
ら
に
進
め
ま

す
。地

域
共
生
社
会
の
実
現
で
は
、
歩
行
姿

勢
測
定
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
介
護
予
防

や
、
認
知
症
施
策
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、

掛
川
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
遺
贈
寄

付
編
、
不
動
産
編
を
追
加
し
て
改
訂
し
ま

す
。

　
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
・
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

9
0
0
万
円

・
掛
川
市
こ
ど
も
計
画
策
定
事
業

5
0
0
万
円

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
事
業

1
2
0
0
万
円

　
発
達
相
談
支
援
体
制
強
化
事
業

2
1
5
1
万
円

　
歩
行
姿
勢
測
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
介
護 

予
防
事
業
　
1
7
5
万
円

・
私
の
健
康
人
生
設
計
ノ
ー
ト
（
掛
川
版 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）
改
訂
事
業

1
1
4
万
円

・
子
ど
も
医
療
助
成
事
業

7
億
6
1
8
4
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

4
億
1
5
6
4
万
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給
付

事
業
　
6
億
2
0
3
9
万
円

 

環
境
分
野
で
は
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
資
源
化
な
ど
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る

ほ
か
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
令

和
12
年
4
月
供
用
開
始
予
定
の
新
廃
棄
物

処
理
施
設
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
上
下
水
道
に
関
し
て
は
、

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
基
幹
管
路
の

耐
震
化
対
策
を
加
速
化
し
ま
す
。

　
ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

1
4
8
1
万
円

・
公
共
施
設
照
明
L
E
D
化
事
業

1
億
5
3
0
3
万
円

　
公
共
施
設
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
事 

業
　
1
億
4
4
2
0
万
円

・
掛
川
市
・
菊
川
市
衛
生
施
設
組
合
負
担 

金
　
1
2
億
8
2
6
1
万
円

・
中
小
企
業
等
省
エ
ネ
設
備
導
入
事
業

1
0
0
0
万
円

・
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業
（
掛
川
の

木
活
用
、
森
林
・
林
道
整
備
等
）

4
7
5
0
万
円

産
業
の
振
興
で
は
、
上
西
郷
地
区
整
備

推
進
事
業
や
新
エ
コ
ポ
リ
ス
工
業
団
地
第

三
期
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
海
岸

線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
施
計
画
に
基
づ
い

た
地
域
振
興
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

力
強
い
農
業
の
確
立
で
は
、
I
C
T
技

術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
の

ほ
か
、
栗
栽
培
を
支
援
し
栗
産
地
の
復
活

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
企
業
誘
致
対
策
事
業

5
億
2
2
1
2
万
円

　
掛
川
栗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

5
2
0
万
円

・
掛
川
茶
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4
8
2
1
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

4
億
8
4
7
2
万
円

・
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

1
億
2
5
9
6
万
円

・
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

6
5
6
2
万
円

魅
力
発
信
で
選
ば
れ
る
ま
ち
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
ト
ッ
プ

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
力
強
化
に
努
め
る
ほ

か
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ

る
移
住
受
け
入
れ
環
境
整
備
と
地
域
経
済

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
交
流
の
推
進
で
は
、
掛
川
大
祭
で

の
お
祭
り
広
場
の
開
催
や
、
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
な
ど
を
と
お
し
て

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を
推
進
し
ま

す
。

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

2
4
5
万
円

　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業

3
4
8
万
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業 

8
7
9
万
円

・
移
住
就
業
支
援
事
業
費
補
助
金

7
2
0
万
円

防
災
力
の
強
化
で
は
、
能
登
半
島
地
震

の
災
害
状
況
を
踏
ま
え
た
防
災
体
制
の
総

点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

災
害
対
策
の
強
化
で
は
、
掛
川
潮
騒
の

杜
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
総
合
治
水
計

画
に
基
づ
く
流
域
治
水
対
策
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

消
防
救
急
の
迅
速
化
・
高
度
化
で
は
、

中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
シ

ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
消
防
団
を
目
指
し
て
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
推
進
で
は
、
掛
川
城
周
辺
か
ら

J
R
掛
川
駅
ま
で
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
ほ

か
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
交
通
弱

者
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
公
共
交

通
利
用
料
金
の
支
援
、
新
た
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
な
ど
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
対
策
で
は
、
相
続
に
よ
っ

て
負
荷
・
負
担
に
な
る
不
動
産
を
増
加
さ

せ
な
い
よ
う
、
空
き
家
の
除
却
費
用
や
家

財
片
付
け
費
用
な
ど
空
き
家
所
有
者
の
負

｢次世代につながる持続可能なまち｣
を目指して

｢次世代につながる持続可能なまち｣
を目指して

担
軽
減
に
向
け
た
支
援
に
も
取
り
組
み
、

庁
内
横
断
的
な
体
制
と
し
て
（
仮
称
）
多

死
社
会
対
策
検
討
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
で
は
市
道
桜
木
中
横

断
線
、
市
道
掛
川
駅
梅
橋
線
、
市
道
三
井

幹
線
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
東
名
高
速

道
路
の
ス
マ
ー
ト
I
C
設
置
に
つ
い
て
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
海
岸
防
災
林
強
化
事
業

1
0
億
7
7
8
1
万
円

・
中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

4
億
3
4
7
9
万
円

　
高
齢
者
等
お
出
か
け
交
通
券
助
成
事
業

1
1
2
0
万
円

・
空
き
家
対
策
事
業
　
2
4
7
7
万
円

・
広
域
的
幹
線
道
路
整
備
事
業

2
億
3
4
2
0
万
円

・(

仮
称
）
掛
川
西
ス
マ
ー
ト
I
C
予
備 

設
計
事
業
　
1
4
2
5
万
円

　
同
報
無
線
設
備
更
新
事
業

6
億
3
5
6
9
万
円

・
バ
ス
交
通
対
策
事
業

2
億
4
6
2
1
万
円

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
当

た
り
前
の
社
会
を
目
指
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
け
る
河
川
の
愛
護
活
動
に
つ
い
て
も

「
自
走
式
草
刈
り
機
」
を
導
入
し
、
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。
国
際
交
流
に
つ
い
て

は
、
ユ
ー
ジ
ン
市
や
コ
ー
ニ
ン
グ
市
、
横

城
郡
な
ど
国
際
姉
妹
都
市
と
の
交
流
を
再

開
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
市
民
・
高
校

生
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
策
定
や
た
ま
り

〜
な
の
屋
内
遊
び
場
な
ど
へ
の
再
整
備
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
の
拡
充
な
ど
手
の
ひ
ら
市
役
所
を
推
進

し
ま
す
。

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ 

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

5
5
0
万
円

・
中
高
生
海
外
姉
妹
都
市
交
流
事
業

2
0
0
万
円

・
高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
公
募
事
業

1
0
0
万
円

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

2
2
7
7
万
円

　
22
世
紀
の
丘
公
園
た
ま
り
〜
な
屋
内
遊 

び
場
等
整
備
事
業
　
1
億
8
1
1
万
円

・
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
支
援
事
業

9
9
8
2
万
円

・
区
長
会
連
合
会
・
自
治
区
支
援
事
業

1
億
9
2
2
万
円

・
自
走
式
草
刈
り
機
等
活
用
事
業

７
１
１
万
円

能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
、
大
切
な
方

を
亡
く
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
、
断
水
や
厳

し
い
寒
さ
の
中
、
避
難
所
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
々
を
見
る
に
つ
け
、
非
常
に
心
を

痛
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
13
年
前

の
東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
私
が
見
た
光

景
と
重
な
り
ま
す
。

東
北
の
被
災
者
と
と
も
に
復
興
に
向
け

て
過
ご
し
た
経
験
か
ら
、
私
は
多
く
の
も

の
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
は
、
私
が
最
も
大
切
に
し
て
い

る
言
葉
で
あ
り
、
市
政
運
営
の
柱
で
す
。

多
く
の
方
が
地
震
に
よ
る
大
津
波
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
な
か
、
「
生
き
残
っ

た
自
分
た
ち
は
、
死
ん
だ
あ
い
つ
の
分
ま

で
し
っ
か
り
と
生
き
な
い
と
い
け
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
私
は
、
一
度
し
か

な
い
人
生
を
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
生
き
よ

う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

市
政
に
お
い
て
は
、
明
確
な
解
決
策
の

な
い
、
困
難
な
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
悔
い
の
な
い
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
市
民
と
と
も
に
立
ち
向
か
え

ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
対
話
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和6年度 
施政方針と
　　主な事業
久保田崇市長は、市議会2月定例会において、
令和6年度の施政方針を表明しました。
その概要と主な新年度予算を紹介します。

■
は
じ
め
に

■
令
和
6
年
度
の
重
点
施
策

1
教
育・文
化
分
野

2
健
康・子
育
て・福
祉
分
野

3
環
境
分
野

4
産
業・経
済
分
野

5
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
分
野

6
安
全・安
心・都
市
基
盤
分
野

し
っ
く
い

ほ
う
し
ん
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0
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

300

600

900

予算総額

一般会計

852.0億円 828.9億円

484.8億円

864.1億円

509.1億円

848.2億円

503.2億円

899.3億円

556.7億円507.8億円

（億円）

や
、
小
中
一
貫
校
建
設
な
ど
の
学
校
再
編
、

部
活
動
の
地
域
展
開
、
学
校
給
食
費
一
部

軽
減
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
掛
川

城
天
守
閣
開
門
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
や

か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
の
開
催
、
文
化

財
の
保
存
活
用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
や
、
学
校
体
育

施
設
の
電
子
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
を

進
め
ま
す
。

・
学
校
教
育
I
C
T
化
推
進
事
業

1
億
2
6
1
4
万
円

　
原
野
谷
学
園
小
中
一
貫
校
整
備
事
業

6
5
1
1
万
円

・
部
活
動
地
域
展
開
推
進
事
業

2
1
9
7
万
円

　
給
食
負
担
軽
減
事
業
　
9
2
6
5
万
円

・
掛
川
城
漆
喰
塀
ほ
か
改
修
事
業

1
億
2
2
万
円

・
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催
事
業

2
0
0
0
万
円

　
学
校
体
育
施
設
ス
マ
ー
ト
予
約
シ
ス
テ

ム
導
入
事
業
　
1
3
3
3
万
円

・
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
推
進
事
業

1
億
1
6
0
0
万
円

感
染
症
対
策
で
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
や

帯
状
疱
疹
な
ど
各
種
感
染
症
の
予
防
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
で
は
、
掛
川
市
こ
ど
も
計

令
和
5
年
度
か
ら
「
人
」
と
「
環
境
」

の
持
続
可
能
性
が
最
重
要
課
題
と
考
え
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
く
る
の
が
、
少
子
・
高
齢
・
多
死

社
会
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
で
す
。

掛
川
市
の
死
亡
者
数
は
、
平
成
30
年
度

の
1
1
8
0
人
か
ら
令
和
4
年
度
は
2
割

増
加
し
て
1
4
1
6
人
と
過
去
最
多
を
更

新
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
亡
く
な
る
こ
と
に
よ
る
影

響
は
、
相
続
に
よ
る
空
き
家
の
増
加
や
介

護
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

掛
川
市
は
、
多
死
社
会
と
い
う
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
課
題
に
対
し
て
、

柔
軟
に
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
持
続
可

能
な
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

主
な
事
業
を
抜
粋
し
、
7
つ
の
分
野
ご

と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

新
し
い
学
校
教
育
の
創
造
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
授
業
の
改
善

画
の
策
定
の
ほ
か
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
新
設
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

発
達
に
不
安
の
あ
る
こ
ど
も
へ
の
支
援

で
は
、
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
の
び

る
〜
む
」
の
機
能
強
化
を
さ
ら
に
進
め
ま

す
。地

域
共
生
社
会
の
実
現
で
は
、
歩
行
姿

勢
測
定
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
介
護
予
防

や
、
認
知
症
施
策
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、

掛
川
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
遺
贈
寄

付
編
、
不
動
産
編
を
追
加
し
て
改
訂
し
ま

す
。

　
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
・
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

9
0
0
万
円

・
掛
川
市
こ
ど
も
計
画
策
定
事
業

5
0
0
万
円

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
事
業

1
2
0
0
万
円

　
発
達
相
談
支
援
体
制
強
化
事
業

2
1
5
1
万
円

　
歩
行
姿
勢
測
定
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
介
護 

予
防
事
業
　
1
7
5
万
円

・
私
の
健
康
人
生
設
計
ノ
ー
ト
（
掛
川
版 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）
改
訂
事
業

1
1
4
万
円

・
子
ど
も
医
療
助
成
事
業

7
億
6
1
8
4
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

4
億
1
5
6
4
万
円

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
給
付

事
業
　
6
億
2
0
3
9
万
円

 

環
境
分
野
で
は
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
資
源
化
な
ど
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る

ほ
か
、
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
令

和
12
年
4
月
供
用
開
始
予
定
の
新
廃
棄
物

処
理
施
設
に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
上
下
水
道
に
関
し
て
は
、

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
基
幹
管
路
の

耐
震
化
対
策
を
加
速
化
し
ま
す
。

　
ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

1
4
8
1
万
円

・
公
共
施
設
照
明
L
E
D
化
事
業

1
億
5
3
0
3
万
円

　
公
共
施
設
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
事 

業
　
1
億
4
4
2
0
万
円

・
掛
川
市
・
菊
川
市
衛
生
施
設
組
合
負
担 

金
　
1
2
億
8
2
6
1
万
円

・
中
小
企
業
等
省
エ
ネ
設
備
導
入
事
業

1
0
0
0
万
円

・
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業
（
掛
川
の

木
活
用
、
森
林
・
林
道
整
備
等
）

4
7
5
0
万
円

産
業
の
振
興
で
は
、
上
西
郷
地
区
整
備

推
進
事
業
や
新
エ
コ
ポ
リ
ス
工
業
団
地
第

三
期
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
海
岸

線
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
施
計
画
に
基
づ
い

た
地
域
振
興
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

力
強
い
農
業
の
確
立
で
は
、
I
C
T
技

術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
の

ほ
か
、
栗
栽
培
を
支
援
し
栗
産
地
の
復
活

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
企
業
誘
致
対
策
事
業

5
億
2
2
1
2
万
円

　
掛
川
栗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

5
2
0
万
円

・
掛
川
茶
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

4
8
2
1
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

4
億
8
4
7
2
万
円

・
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

1
億
2
5
9
6
万
円

・
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

6
5
6
2
万
円

魅
力
発
信
で
選
ば
れ
る
ま
ち
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
ト
ッ
プ

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
力
強
化
に
努
め
る
ほ

か
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ

る
移
住
受
け
入
れ
環
境
整
備
と
地
域
経
済

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
交
流
の
推
進
で
は
、
掛
川
大
祭
で

の
お
祭
り
広
場
の
開
催
や
、
教
育
旅
行
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
な
ど
を
と
お
し
て

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を
推
進
し
ま

す
。

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

2
4
5
万
円

　
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業

3
4
8
万
円

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業 

8
7
9
万
円

・
移
住
就
業
支
援
事
業
費
補
助
金

7
2
0
万
円

防
災
力
の
強
化
で
は
、
能
登
半
島
地
震

の
災
害
状
況
を
踏
ま
え
た
防
災
体
制
の
総

点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

災
害
対
策
の
強
化
で
は
、
掛
川
潮
騒
の

杜
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
総
合
治
水
計

画
に
基
づ
く
流
域
治
水
対
策
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。

消
防
救
急
の
迅
速
化
・
高
度
化
で
は
、

中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
シ

ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
持
続

可
能
な
消
防
団
を
目
指
し
て
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
推
進
で
は
、
掛
川
城
周
辺
か
ら

J
R
掛
川
駅
ま
で
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
ほ

か
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
交
通
弱

者
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う
に
公
共
交

通
利
用
料
金
の
支
援
、
新
た
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
な
ど
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
対
策
で
は
、
相
続
に
よ
っ

て
負
荷
・
負
担
に
な
る
不
動
産
を
増
加
さ

せ
な
い
よ
う
、
空
き
家
の
除
却
費
用
や
家

財
片
付
け
費
用
な
ど
空
き
家
所
有
者
の
負

令和6年度
施政方針と予算

一般会計 556億7,000万円

予算規模の推移

【一般会計】行政運営の基本的な経費を網羅した会計
【特別会計】国民健康保険特別会計など、一般会計とは別に、独立した経費管

理が行われる会計
【企業会計】水道事業会計など、地方公営企業法の適用を受け、市が運営する

企業活動に係る会計

令和6年度

予算
人と環境の持続可能性に
チャレンジする予算

令和6年度予算は、令和5年度から継続して「人と環境の持続可能性にチャ
レンジする予算」とし、引き続き持続可能なまちづくりを進めるとともに、掛
川城天守閣開門30周年、さらには翌年度に迎える市制20周年を意識した予算
編成としました。

問 財政課
（☎21-1197）

予算規模

特別会計　240億5,107万円（前年度比 △2,329万円)
企業会計　102億 821万円（前年度比　△2億1,804万円)

（前年度比　53億5,000万円)

市の財政状況は、
ホームページからも
ご確認いただけます｡

施政方針について 予算額について

担
軽
減
に
向
け
た
支
援
に
も
取
り
組
み
、

庁
内
横
断
的
な
体
制
と
し
て
（
仮
称
）
多

死
社
会
対
策
検
討
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

幹
線
道
路
の
整
備
で
は
市
道
桜
木
中
横

断
線
、
市
道
掛
川
駅
梅
橋
線
、
市
道
三
井

幹
線
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
東
名
高
速

道
路
の
ス
マ
ー
ト
I
C
設
置
に
つ
い
て
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
海
岸
防
災
林
強
化
事
業

1
0
億
7
7
8
1
万
円

・
中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

4
億
3
4
7
9
万
円

　
高
齢
者
等
お
出
か
け
交
通
券
助
成
事
業

1
1
2
0
万
円

・
空
き
家
対
策
事
業
　
2
4
7
7
万
円

・
広
域
的
幹
線
道
路
整
備
事
業

2
億
3
4
2
0
万
円

・(

仮
称
）
掛
川
西
ス
マ
ー
ト
I
C
予
備 

設
計
事
業
　
1
4
2
5
万
円

　
同
報
無
線
設
備
更
新
事
業

6
億
3
5
6
9
万
円

・
バ
ス
交
通
対
策
事
業

2
億
4
6
2
1
万
円

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
当

た
り
前
の
社
会
を
目
指
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
け
る
河
川
の
愛
護
活
動
に
つ
い
て
も

「
自
走
式
草
刈
り
機
」
を
導
入
し
、
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。
国
際
交
流
に
つ
い
て

は
、
ユ
ー
ジ
ン
市
や
コ
ー
ニ
ン
グ
市
、
横

城
郡
な
ど
国
際
姉
妹
都
市
と
の
交
流
を
再

開
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
市
民
・
高
校

生
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
策
定
や
た
ま
り

〜
な
の
屋
内
遊
び
場
な
ど
へ
の
再
整
備
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
の
拡
充
な
ど
手
の
ひ
ら
市
役
所
を
推
進

し
ま
す
。

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
エ
ク
イ
テ
ィ
＆
イ 

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

5
5
0
万
円

・
中
高
生
海
外
姉
妹
都
市
交
流
事
業

2
0
0
万
円

・
高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
公
募
事
業

1
0
0
万
円

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

2
2
7
7
万
円

　
22
世
紀
の
丘
公
園
た
ま
り
〜
な
屋
内
遊 

び
場
等
整
備
事
業
　
1
億
8
1
1
万
円

・
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
支
援
事
業

9
9
8
2
万
円

・
区
長
会
連
合
会
・
自
治
区
支
援
事
業

1
億
9
2
2
万
円

・
自
走
式
草
刈
り
機
等
活
用
事
業

７
１
１
万
円

能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
、
大
切
な
方

を
亡
く
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
、
断
水
や
厳

し
い
寒
さ
の
中
、
避
難
所
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
方
々
を
見
る
に
つ
け
、
非
常
に
心
を

痛
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
13
年
前

の
東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
私
が
見
た
光

景
と
重
な
り
ま
す
。

東
北
の
被
災
者
と
と
も
に
復
興
に
向
け

て
過
ご
し
た
経
験
か
ら
、
私
は
多
く
の
も

の
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
は
、
私
が
最
も
大
切
に
し
て
い

る
言
葉
で
あ
り
、
市
政
運
営
の
柱
で
す
。

多
く
の
方
が
地
震
に
よ
る
大
津
波
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
な
か
、
「
生
き
残
っ

た
自
分
た
ち
は
、
死
ん
だ
あ
い
つ
の
分
ま

で
し
っ
か
り
と
生
き
な
い
と
い
け
な
い
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
私
は
、
一
度
し
か

な
い
人
生
を
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
生
き
よ

う
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

市
政
に
お
い
て
は
、
明
確
な
解
決
策
の

な
い
、
困
難
な
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
悔
い
の
な
い
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
市
民
と
と
も
に
立
ち
向
か
え

ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
対
話
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

詳細はこちらから ▶

7
協
働・広
域・行
財
政
分
野

■
む
す
び
に
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